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2018年 2019年 2020年
世界需要 98.8 99.8 100.9

供給 99.1 99.8 100.9
非OPEC 67.2 69.1 71.3
OPEC 31.9 30.7 29.6

需給バランス 0.3 0.0 0.0
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WTI原油価格（右軸）

OPEC総会を控え協調減産延長を織り込む動き 

 北米の代表的な原油価格であるWTIは、11月は月を
通じて緩やかな上昇傾向を辿っています。 

 米中通商協議に対する不透明感から下落する場面も
ありましたが、12月開催予定の石油輸出国機構
（OPEC）総会と非加盟産油国を含むOPECプラスに
おいて、2020年半ばまで協調減産を延長する公算が
高いとの報道を背景に緩やかに上昇しました。 

2019年11月26日 2019年12月の注目イベント 
2019年10月30日 横ばい圏で推移する原油価格（2019年10月） 

2019年11月28日 

原油価格は緩やかに上昇（2019年11月） 

 米中通商協議は部分合意に至ったと報じられたものの、足元、先行き不透明感が残っており、世界的な景
気減速懸念が需要見通しの重石となっています。原油は2020年には非加盟産油国の増産が見込まれて
おり、12月のOPEC総会、非加盟産油国を含むOPECプラスにおいて、2020年半ばまで協調減産を延長
することが決定される見通しです。 

 当面の原油価格については、OPEC総会に向けて協調減産延長の織り込みが進むと見られます。また、需
要見通しに大きく影響する米中通商協議の行方も注視する必要があります。 

 11月14日に公表されたOPEC月報の11月号によると、
10月のOPEC加盟国の原油生産量は前月から増加し
ました。日量で前月比+94万バレルとなる2,965万バ
レルとなりました。 

 石油施設への攻撃から減産を余儀なくされていたサウジ
アラビアの生産が概ね回復したことが背景です。 

 2019年の世界の原油需要は日量9,980万バレルと
予想されており、需給の均衡にはOPEC加盟国で
3,071万バレルの供給が必要と見られます。原油生産
量が現状程度で推移すれば2019年は需要が供給を
やや上回りそうです。 

OPEC産油量は回復 
サウジアラビアの供給が回復 

（注1）需給バランス＝供給－需要。 
（注2）単位は百万バレル（日量）。 
（注3）2018年は実績。2019年、2020年はOPECによる予想。 

   ただし、2019年と2020年のOPEC生産量は全体の需給 
   が均衡するとの仮定のもとでの弊社算出値。   

（注4）四捨五入の関係で、OPEC、非OPEC供給量の合計は 
       必ずしも全体の供給量と一致しません。 
（出所）「OPEC月報」のデータを基に三井住友DSアセット 

    マネジメント作成 

原油価格は緩やかに上昇 
協調減産延長を織り込む動き 

【世界の原油需給見通し】 

【WTI原油価格と北米のリグ稼働基数】 

来年の供給過多を見込み 
協調減産の延長がはかられよう 

（注）データは2018年1月5日～2019年11月22日。 
  ともに週次データ。    

（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセット 
    マネジメント作成 

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news191030gl.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news191126gl.html

	スライド番号 1

